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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
製造実行システムは、上位経営システムと下位生産システムの中間に位置する製造業の中核を担う
システムであり、生産管理業務と生産現場の情報を滑らかにつなぐ役割を担っている。また、製造実
行システムは、上位伝送機能、実績収集機能、下位伝送機能、プロセス入出力機能、トラッキング機
能、操業管理機能、オペレータ入出力機能（ユーザーインターフェース（UI）機能）、支援機能とい
った非常に多くの機能を有している。製造実行システムの開発プロジェクトでは、人員削減や開発工
程の短縮などが求められる中、開発を支援する手法が求められている。 
大手鉄鋼メーカー等の大規模な製造実行システムの開発では、システムが必要とする機能が多く、
非常に大規模であるため、システムの構成や機能、上位および下位システムとの入出力情報をキーと
して埋め込むことで有機的に結合させた設計ドキュメントを用いるComputer Aided Software 
Engineering（CASE）ツールによる開発の効率化が期待されたが、ほとんど普及していないのが現状で
ある。上位経営システム、製造実行システム、下位生産システムは、現地搬入されるまで結合される
ことなく並行開発され、システム間の入出力仕様が不確定であることが、CASEツールを有効に活用
できなかった一因と考えらえる。現状の開発現場では、社内独自のドキュメント形式を設計ドキュメ
ントとして採用し、プロジェクトごとに新規開発した支援ツールを用いた開発が行われている。プロ
ジェクトに参加する新規メンバーは社内独自のドキュメント形式を学習する必要があり、支援ツール
の開発には多くの時間と費用を要している。また、製造実行システムの開発では、過去の事例に関す
る設計ドキュメントを参照しながら新システムの設計ドキュメントが作成されるが、膨大なドキュメ
ント群の中から適切なドキュメントを人が閲覧しながら検索するため多くの時間を費やしている。 
本論文では、システムの構成や機能に基づいて体系化されたキーを埋め込むことで緩やかで有機的
に結合された設計ドキュメントを作成する手法、および、そのドキュメントに基づく製造実行システ
ムの開発手法を提案している。具体的には、ソフトウェア開発で標準的に用いられる仕様記述言語で
あるUnified Modeling Language（UML）と補足ドキュメントに対して、体系化されたキーを埋め込む
ことで有機的に結合させる。UI機能やプロセス入出力機能等のUMLだけでは理解しやすい設計ドキュ
メントを記述することが困難である機能については、運用性を考慮し、既存ドキュメントと類似した
補足ドキュメントを用いることとしている。また、有機的に結合された複数のドキュメントからコー
ド生成に有用な情報を抽出し、コメント形式で出力したスケルトンコードを自動生成する手法を提案
している。そして、体系化されたキーを含んだ設計ドキュメントをコンピュータで処理しやすい構造
化データとしてデータベースに保存することで、過去事例の膨大な設計ドキュメント群の中から適切
な設計ドキュメントを効率的に検索する手法を提案している。ドキュメントの検索には、体系化され
たキーに加えて入出力の頻度数等を用いることができる。 
本論文の提案手法に基づいて作成されたツールのプロトタイプを製造実行システムの例に適用し、
従来手法と比較することで提案手法の有効性が確認されている。提案手法により従来の設計ドキュメ
ントと同等の内容を記述可能であること、設計ドキュメントからスケルトンコードを自動生成する機
能によりコード作成時間が短縮可能であることが確認されている。また、システムの構成や機能に基
づいて体系化されたキーや入出力の頻度数等を用いることで、設備に特化した制御モデルの調査や要
求分析等のために参照したい設計ドキュメントを過去事例のドキュメント群から検索する時間が大幅
に短縮可能であることが確認されている。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文の提案内容の有効性は、従来手法では有機的に結びつけることが困難であった製造実行シス
テムの設計ドキュメントを体系化されたキーにより緩やかで有機的に結合できる点、有機的に結合さ
れたドキュメントを用いることでドキュメントの参照やコード生成に要する時間を短縮できる点にあ
る。提案手法を大規模な製造実行システムの開発現場に導入すれば、ソフトウェア開発で標準的に用
いられる仕様記述言語を用いるため、ドキュメントの学習時間、支援ツール開発のための時間や費用
が大きく削減されると考えられる。以上の研究成果は、情報技術による製造実行システムの開発に貢
献するものであり、情報工学の社会貢献に大きく寄与するものである。 
本論文に関し、調査委員から、製造実行システムの開発に関する制約、設計ドキュメントを有機的
に結合するためのキーの分類、製造実行システムの生産性の向上などについて質問がなされたが、い
ずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者があり、種
々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
